
富士山/富士砂防事務所調査課全国からの火山防災対策の取り組み報告

Ｒ元年７月３０日撮影 静岡県富士宮市上井出地区

富士山ハザードマップの改正について
富士山は過去に活発な噴火活動を繰り返して成長してきた活火山である。富士山は1707年に噴火した後、約300年間沈黙し

てきた．しかし、平成12年～平成13年にかけて富士山直下で低周波地震が多発したことを契機に平成16年に富士山ハザード
マップが作成された．その後、富士山に関する新たな各種調査結果により、新しい知見が得られた．そこで富士山火山防災対
策協議会において平成30年度から3年間の予定で改定作業を行い、令和2年度3月にハザードマップの改定が示された

今回のハザードマップ改訂の概要

富士山では想定火口の範囲が特定できないことから緊急
対策の迅速な実施のため、ブロックの備蓄を行っている。

平成16年版の想定火口範囲 改訂後の想定火口範囲図

想定火口範囲の見直し
→火口の追加等により想定火口範囲が拡大
■対象噴火年代の変更や近年の発見等による、中・小規模噴火の火口を新たに追加
■伏在火口として、山頂から半径4km以内の全域を想定火口範囲に追加

溶岩流

平成16年版の可能性マップ（溶岩流） 改訂後の可能性マップ（溶岩流）

■大規模溶岩流の噴出量を平成16年版の約2倍である13億m3に変更したことやシミュレー
ションの精緻化により、大きな河川や平野部を流下し、溶岩流の流下範囲が拡大した。
■想定火口範囲の拡大などに伴い、市街地などへの溶岩流の到達時間が早くなった

平成16年版の可能性マップ 改訂後の可能性マップ

火砕流

■火砕流の噴出量を平成16年度版の240万m3から1000万m3に変更したことや

、地形データの精緻化により、傾斜の急な北東方向（富士吉田市方面）と南西方
向（富士宮方面）に長く流れ、火砕流の到達距離が長くなる傾向となった。

平成16年版の可能性マップ 改訂後の可能性マップ

融雪型火山泥流

■平成16年度版に比べて、地形の精緻化及び計算開始点の数を増やしたことにより、
可能性マップの影響範囲がより地形の影響を反映した詳細なものとなった。

■精緻な地形が反映されたほか、想定する火砕流の噴出量が増加したことにより、融雪
型火山泥流が大きな河川等を流下し、遠方まで届く結果となった。

※大・中・小規模全てのドリルマップ
を重ねて、規模にかかわらず同一
時間区分内に最も遠くまで到達して
いる地点を結んだ包絡線から作成

（注）一度の噴火で、ここに塗られた
範囲の全てに溶岩流の危険が
生じるわけではない

（注）一度の噴火で、ここに塗られた
範囲の全てに火砕流及び火砕
サージの危険が生じるわけでは
ない

※ドリルマップを全て重ね最遠点を結んだ包絡線から作成

（注）一度の噴火で、ここに塗られた
範囲の全てに融雪型火山泥流
の危険が生じるわけではない

※ドリルマップを全て重ね最遠点を結
んだ包絡線から作成
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